
 

日
に

本
ほん

では、食
しょく

事
じ

の前
まえ

に「いただきます」、食
た

べ終
お

わったら「ごちそうさま」の 

あいさつをする習
しゅう

慣
かん

があります。それぞれ、どのような意
い

味
み

があるのでしょうか。 

「いただく」は、 頭
あたま

にのせる

という意
い

味
み

があり、身
み

分
ぶん

の高
たか

い人
ひと

から物
もの

をもらう際
さい

、頭
ず

上
じょう

に捧
ささ

げて敬
けい

意
い

を 表
ひょう

した動
どう

作
さ

にちなむ言
こと

葉
ば

です。自
し

然
ぜん

の恵
めぐ

み、生
い

き物
もの

の 命
いのち

をもらうこと

への感
かん

謝
しゃ

を 表
あらわ

します。 

 

 

「ちそう（馳走
ちそう

）」は、 

食
しょく

事
じ

を用
よう

意
い

するために走
はし

り回
まわ

ることを意
い

味
み

してお

り、この 食
しょく

事
じ

が出
で

来
き

上
あ

がる

までに関
かか

わった人
ひと

びとへの

感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちが込
こ

められて

います。 

 食
た

べることは、生
い

き物
もの

の命
いのち

をいただき、命
いのち

を

つないでいくことです。また、食
しょく

事
じ

ができあがる

までに、料
りょう

理
り

を作
つく

る人
ひと

をはじめ、農
のう

作
さ く

物
ぶつ

や家
か

畜
ち く

を育
そだ

てる人
ひと

、 魚
さかな

をとる人
ひと

、食
しょく

材
ざい

を運
はこ

ぶ人
ひと

、販
はん

売
ばい

する人
ひと

など、たくさんの人
ひと

が関
かか

わっています。 

感
かん

謝
し ゃ

の気
き

持
も

ちを忘
わす

れずに、 心
こころ

を込
こ

めて  

あいさつしましょう。 

高崎学校給食センター 

日
ひ

が暮
く

れるのが早
はや

くなり、秋
あき

が深
ふか

まってきたことを感
かん

じます。昔
むかし

から日
に

本
ほん

人
じん

に

とって重
じゅう

要
よう

な穀
こ く

物
もつ

であるお米
こめ

をはじめ、大
だい

豆
ず

やそば、里
さと

いもなど、さまざまな作
さ く

物
もつ

が収
しゅう

穫
かく

時
じ

期
き

を迎
むか

えています。各
かく

地
ち

で収
しゅう

穫
かく

を祝
いわ

うお祭
まつ

りが開
かい

催
さい

され、11月
がつ

23日
にち

には「新
にい

嘗
なめ

祭
さい

」という伝
でん

統
と う

的
てき

な宮
きゅう

中
ちゅう

行
ぎょう

事
じ

が行
おこな

われます。この日
ひ

は「勤
きん

労
ろう

感
かん

謝
しゃ

の

日
ひ

」として国
こ く

民
みん

の祝
しゅく

日
じつ

になっていますが、食
た

べることは、たくさんの人
ひと

の勤
きん

労
ろう

に 

支
ささ

えられていることを忘
わす

れずに、日
ひ

々
び

の食
しょく

事
じ

を大
たい

切
せつ

にいただきましょう。 


